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薬剤師のがん患者応対に必要とされるコミュニケーションスキル測定尺度の開発 

 

薬剤師ががん患者と応対する場合、どのようなスキルが必要であるのか、あるいは、どの

ようなスキルが習得できたかについて評価する方法は確立されていません。本研究では、薬

剤師のがん患者応対に必要とされるコミュニケーションスキルを測定あるいは評価するた

めの測定尺度を開発しました。 

 

がん患者応対スキル測定尺度の 41 項目に対して主因子分析にて因子分析を行いました

（表 1）。第 1因子は、8項目で構成されており、「問 35 患者の指導方針はスムーズに決める」、

「問 38 治療中に問題が発生した場合、適切な薬物療法を医師に提案する」に関する内容の

項目が高い負荷量を示したことから、「問題解決スキル」因子と命名しました。第 2因子は、

7 項目で構成されており、「問 24 患者の表情やしぐさから気持ちを探索する」、「問 25 患者

の心の変化に対し適切に応対する」に関する内容の項目が高い負荷量を示したことから、「患

者心理理解スキル」因子と命名しました。第 3因子は、5項目で構成されており、「問 17感

情的な表現や言動は避ける」、「問 14 患者のプライバシーに配慮する」等の項目が高い負荷

量を示したことから、「セルフコントロールスキル」因子と命名しました。第 4 因子は、5

項目で構成されており、「問 33終末期や死について患者と話し合うことができる」等の項目

が高い負荷量を示したことから、「終末期応対スキル」因子と命名しました。第 5因子は、4

項目で構成されており、「問 40患者の家族にも十分な情報を与える」等の項目が高い負荷量

を示したことから、「患者、家族への情報提供スキル」因子と命名しました。 
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表 1 最終的な因子パターンと因子 

 

高い信頼性、妥当性を有し、29 項目から構成される「薬剤師におけるがん患者応対スキ

ル測定尺度（Teramachi’s & Komada Pharmacist Cancer Communication Skill Scale：Topic-29）」

を開発しました。本測定尺度の開発により、がん患者応対における薬剤師のコミュニケーシ

ョンスキルの自己評価が可能となり、さらなるコミュニケーションスキル向上のための指標

となります。ひいては患者、家族とのよりよい信頼関係を築くことができると考えます。 
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